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改正の概要１．改訂の概要
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川崎市では、環境品質・性能と環境負荷という２つの側面から建築
物を総合的に評価する「建築環境総合性能評価システム（CASBEE：
Comprehensive Assessment System for Built Environment 
Efficiency）」を活用した川崎市建築物環境配慮制度を平成１８年
１０月から運用しています。

川崎市建築物環境配慮制度

令和５年度の改訂

令和３年７月に地球と人類の持続可能性の向上を目指すSDGsの理
念をCASBEEに反映させ、任意でSDGs達成に向けて建築に体現され
た各種の取組みを簡易評価し関係者に明示するためのCASBEE-建築
（新築）2021年SDGs対応版がリリースされたことを受け、CASBEE
川崎においてもSDGsの評価が任意で行えるようCASBEE川崎及び建
築物環境計画書作成マニュアルの改訂を行いました。

SDGs評価の部分以外についても、合わせて改訂を行っています。



改正の概要２．ＳＤＧｓの評価の追加
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今回の改定で、CASBEE川崎では、SDGs達成に向けた
取組み努力を自己検証するための「建築環境SDGsチェッ
クリスト」を使用することにより、SDGsについて評価を
行うことが可能になりました。

SDGsの評価は任意となっていますが、SDGs 達成に資
する各種取組みを自己評価し、関係者に明示することがで
きます。

SDGsでは、１７のゴール及び１６９のターゲットがあ
りますが、建築環境SDGsにおいては、それぞれのゴール、
ターゲットの趣旨に対応して建築の計画、生産、運用、廃
棄等の各フェーズでSDGs達成に関連する項目を列挙示し、
建物の環境性能評価に関連の深い項目を抽出することで、
５つのゴールを他のゴールに集約し、１２ゴールを明示し
ています。



改正の概要２．ＳＤＧｓの評価の追加（建築環境ＳＤＧｓとは）
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SDGs（持続可能な開発目標）は、2015年に国連で採択された
「2030アジェンダ」に掲げられた、国際社会全体で取り組むべき世
界共通の目標です。

SDGsでは「誰一人取り残さない」ことをキーワードに、国や自治
体、企業、市民など全てのステークホルダーが役割を担い、SDGsに
掲げられた17のゴールと169のターゲットの達成を目指して取り組
むことが求められています。

SDGs

建築環境総合性能評価システム（CASBEE）では、SDGsにおける
社会変革に向けた行動計画の評価として、建築環境評価に新たに加
える軸を「建築環境SDGs」と呼称しています。

建築環境SDGs

※「建築環境SDGｓ」の詳細については、「CASBEE-建築（新築）
評価マニュアル（2021年SDGs対応版）を参照してください。



改正の概要２．ＳＤＧｓの評価の追加（評価ソフトの構成）
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「CASBEE川崎 評価ソフト」次のシートで構成されています。

① メインシート
②ー１ 結果（SDGs評価なし）シート
②ー２ 結果（SDGs評価あり）シート
③ 重点項目シート
④ 係数シート
⑤ スコアシート
⑥ 採点Q1シート
⑦ 採点Q2シート
⑧ 採点LR１シート
⑨ 計画書シート
⑩ 採点LR2シート

⑪ 採点LR3シート
⑫ 建築環境SDGsチェックリスト
⑬ CO２計算シート
⑭ 条件（標準）シート
⑮ 条件（個別）シート
⑯ 重みシート
⑰ CO2データシート
⑱ クレジットシート

今回の改訂で、②ー２、⑫のシートを追加しました。
②については、SDGs評価の有無に合わせて、②ー１、②ー２のどちら
かを選択します。



改正の概要２．ＳＤＧｓの評価の追加（評価シートの入力）
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SDGｓ評価を行う場合は、
「実施する」を選択

CASBEEの採点結果を
援用する項目（評価不
要）

SDGｓ独自の採点項目
（評価必要）

加点対象は特筆事項を
記入してください。

採点欄が灰色で塗られている部分については、CASBEEの採点結果を援用する項目であり、
採点は不要です。その他、採点欄が白色で塗られている部分について、該当するポイントを
選択することで採点ができます。
また、評価する取組みに例示されていない先駆的な取り組みがある場合は、特筆事項に取組
内容を記載した上で、加点対象にチェックを入れることで加点できます。（ただし、加点は
最大１点、評価項目点数の合計３点まで）

建築物環境計画書作成マニュアル3-35ページ



改正の概要３．評価ソフトの書式変更（環境配慮概要欄）
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環境配慮概要欄を追加しました。

評価の指標となる数値等を記入する項目もあ
りますが、レベル３を超える場合は必ず記入
してください。
記入するとスコアシートに反映されます。

スコアシート



改正の概要３．評価ソフトの書式変更（スコアシートの追加）
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採点シートの入力内容（「評
価する取組み」の有無、ポイ
ントが自動転記されます。

採点シートの入力内容（採点の
根拠となる指標の数値等）が自
動転記されます。

「評価する取り組み一覧表」と「主な指標」を追加しました。
建築物環境計画書作成マニュアル3-28ページ



改正の概要３．評価ソフトの書式変更（Ｑ３ １ 生物環境の保全と創出）
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水色の欄を入力してください。
※建築面積は、申請敷地全体の値
で、別棟の建築物も含みます。

評価内容に合わせて、
ポイントを記入してく
ださい。

緑の計算チェックシート

緑の計算チェックシートと同じ
数値を入力してください。



改正の概要
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３．評価ソフトの書式変更（Ｑ３ ３.２ 敷地内温熱環境の向上）

緑の計算チェックシート 緑の計算チェックシートで算出した
「空地率」を入力してください。

水色の欄を入力してください。



改正の概要
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３．評価ソフトの書式変更（ＬＲ３ ２.２ 温熱環境悪化の改善）

緑の計算チェックシート

水色の欄を入力してくだ
さい。

緑の計算チェックシートで算出した
「基準高さ」と「隣棟間隔指標」を入
力してください。



改正の概要３．評価ソフトの書式変更（注意事項）
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プルダウンで選べない項目につい
て「対象外」とする場合は、
「Delete」キーで、「レベル〇」
の文言を消してください。

→＜評価しない＞と表示されます。



改正の概要４．評価方法の変更（ＬＲ１エネルギー）
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（１）
（２）

共用部の一次エネルギー消費量を算定されていない場合、手計算に
より次の数値を入力してください。

（２）共用部の設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を含む）〔GJ/年〕

共用部の基準一次エネルギー消費量〔GJ/年〕×BEI（又はBEIｍ）

（１）共用部の基準一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を含む）〔GJ/年〕

実験統計値に基づく一次エネルギー消費量
522（屋外廊下）または801（屋内廊下）〔MJ/㎡年〕×共用部面積〔㎡〕/1000

共用部の一次エネルギー消費量を算定されていない
場合の、数値算定方法が変わりました。

計算書シート 建築物環境計画書作成マニュアル3-20〜ページ

＝

＝



改正の概要４．評価方法の変更（ＬＲ３ ２.３.３交通負荷抑制）
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LR3 2.3.3 交通負荷抑制

EV、PHEV用充電設備の導入について、評価できるようになりました。

従来の加点に加え、EV、PHV
用充電設備を導入している場合
は、「次世代自動車等の普及促
進」への貢献としてとらえ、1
ポイントとして評価できるよう
になりました。

カーシェアリングを導入する等
自動車交通を抑制する取組みを
行っている場合は、1ポイント
として評価でき、EVカーシェ
アの場合は、ⅠとⅡの両方で評
価できます。

建築物環境計画書作成マニュアル5-3-26ページ



改正の概要５．建築物環境計画書作成マニュアルの変更
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Q2 2.2.2 外壁仕上材の
補修必要間隔

注意事項を追記しました。

建築物環境計画書作成マニュアル4-2-17ページ



改正の概要５．建築物環境計画書作成マニュアルの変更
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Q3 1 生物環境の保全と創出

３ポイント追加になる場合の条件を、
CASBEE建築に合わせました。

建築物環境計画書作成マニュアル4-3-1ページ~



改正の概要５．建築物環境計画書作成マニュアルの変更
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LR2 1.1 節水
省水型機器の説明を追記しました。

建築物環境計画書作成マニュアル5-2-1ページ


